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裸
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体
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美
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人
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［油彩・キャンヴァス／162×97cm］1912

東京国立近代美術館蔵

萬
よろず

鐵
てつ

五
ご

郎
ろう

［岩手県・1885～1927］

作品Ⅱ
［油彩・とりの子紙／183×243cm］1958

兵庫県立美術館蔵

白
しら

髪
が

一
かず

雄
お

［兵庫県・1924～2008］

南
かぼちゃ

瓜
［繊維強化樹脂／200×250×250cm］ 1994

ベネッセアートサイト直
なおしま

島蔵［香川県］

草
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間
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彌
や

生
よい

［長野県・1929～］

撮影：安
あんざい

斎重
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男
お

紫
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陽花双
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鶏
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図
ず

［絹本着色／140×85cm］18世紀

プライス・コレクション蔵［アメリカ］

伊
い

藤
とう

若
じゃく

冲
ちゅう

［1716～1800］

待
たいあん

庵（国宝）　
16世紀後半 妙

みょう
喜
き

庵
あん

［京都府］

千
せんの

利
り

休
きゅう

［1522～91］

江戸の美術 
　商工業で力を得た町人や商人が文化を享受、また、鎖国
体制の確立により日本独自の美術が発展した江戸時代。
俵
たわらや

屋宗
そう

達
たつ

、尾
お

形
がた

光
こう

琳
りん

、酒
さか

井
い

抱
ほう

一
いつ

へと受け継がれた琳
りん

派
ぱ

は、やまと絵や古典を取り入れた、おおらかで装飾性豊か
な絵画様式が特徴。また浮世絵も誕生し、菱

ひし

川
かわ

師
もろ

宣
のぶ

の美
人風俗画、東

とうしゅうさい

洲斎写
しゃらく

楽や喜
き

多
た

川
がわ

歌
うた

麿
まろ

の大首絵、葛
かつ

飾
しか

北
ほく

斎
さい

や歌
うた

川
がわ

広
ひろ

重
しげ

の名所絵へとつながった。鎖国とはいえ、18世
紀前期には幕府の規制緩和で西洋絵画が流入し、司

し

馬
ば

江
こう

漢
かん

らによる銅版画や、透視図法を用いた西洋画が描かれた
のも江戸文化の豊かさを物語る。ほかにも中国の影響下に
ある文人画（南画）、円

まる

山
やま

応
おう

挙
きょ

による写生画、伊
い

藤
とう

若
じゃく

冲
ちゅう

ら
「奇想」の画家も活躍した。彫刻では、諸国を遍歴し布教
をしながら､ 鉈

なた

彫りによる素朴な仏像を彫り続けた円
えん

空
くう

が
いる。日本屈指の庭園を有する桂

かつら

離
り

宮
きゅう

や装飾の贅
ぜい

をつくし
た日

にっこう

光東
とう

照
しょう

宮
ぐう

は江戸前期を代表する建築である。京都の
蒔
まき

絵
え

・友
ゆう

禅
ぜん

染
ぞめ

・京
きょう

焼
やき

のほか、九州有田や染付磁器の赤
あか

絵
え

など、地方でも文化が花開いたのも江戸期の特徴である。

文明開化と近代の美術
　明治維新後、政府は工部美術学校を設立し、西洋から
画家や彫刻家を招

しょう

聘
へい

して美術の近代化を進めた。高
たか

橋
はし

由
ゆ

一
いち

、浅
あさ

井
い

忠
ちゅう

、黒
くろ

田
だ

清
せい

輝
き

による西洋画法の研究は、洋画と
呼ばれる新しい絵画を生み出した。一方、フェノロサや岡

おか

倉
くら

天
てん

心
しん

を中心に東京美術学校がつくられ、江戸以前の日
本美術を見直す動きも生まれ、横

よこ

山
やま

大
たい

観
かん

や菱
ひし

田
だ

春
しゅん

草
そう

らが
日本画の開拓に努めた。高

たか

村
むら

光
こう

雲
うん

により近代彫刻の礎が
築かれ、辰

たつ

野
の

金
きん

吾
ご

らにより本格的西洋建築が導入される
など、近代化の波は各ジャンルに及んだ。他方、京都府画
学校では江戸の四条派絵画を刷新して、竹

たけ

内
うち

栖
せい

鳳
ほう

らが活
躍した。世界の美術動向とリンクしながら作家の表現意欲
は高まり、岸

きし

田
だ

劉
りゅう

生
せい

、梅
うめ

原
はら

龍
りゅう

三
ざぶ

郎
ろう

、萬
よろず

鐵
てつ

五
ご

郎
ろう

らが精力的
に活動。大正末期には、柳

やなぎ

宗
むね

悦
よし

の民藝運動、シュルレア
リスム、プロレタリア美術など多様な動向が並行したが、
多くが軍国主義のもとで抑圧され終息に向かった。

現代の展開
　第二次世界大戦後の新しい傾向として、旧来の美術団
体に属さず独自の創作活動を進め、海外で高い評価を受
ける作家が登場したことが挙げられる。吉

よし

原
はら

治
じ

良
ろう

、白
しら

髪
が

一
かず

雄
お

らによる美術集団「具体美術協会」や、関
せき

根
ね

伸
のぶ

夫
お

、李
り

禹
う

煥
ふぁん

らからなる「もの派」あるいは岡
おか

本
もと

太
た

郎
ろう

といった個性豊
かな作家の登場によって旧来の様式を打ち破らんとする前
衛の精神が前景化した。東京オリンピックと万国博覧会の
開催に象徴される高度経済成長の機運の中、建築とデザ
インの分野では、国立代々木屋内総合競技場を設計した
丹
たん

下
げ

健
けん

三
ぞう

や、グラフィックデザイナーの亀
かめ

倉
くら

雄
ゆう

策
さく

や田
た

中
なか

一
いっ

光
こう

が活躍。漫画とアニメーションの分野における手
て

塚
づか

治
おさ

虫
む

や宮
みや

崎
ざき

駿
はやお

のほか、現代美術家の草
くさ

間
ま

彌
や

生
よい

や村
むら

上
かみ

隆
たかし

、ファ
ッションデザイナーの三

み

宅
やけ

一
いっ

生
せい

など、多くの日本人がグロ
ーバルな舞台で活躍するようになった。
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1つと3つのシャベル
1965

ジョゼフ・コスース

た、たぶん 
1965
ロイ・リキテンスタイン

無題 1973
ドナルド・
ジャッド

ロンシャンの礼拝堂 1955
ル・コルビュジエ

クラウド・ゲート 2004 アニッシュ・カプーア

フルムーン・サークル 2004 リチャード・ロング
旗 1954～55
ジャスパー・ジョーンズ

歌う彫刻 1971
ギルバート＆ジョージ

白い円 1967 吉原治良

弁財天妃の柵
1965 棟方志功

727 1996 村上隆

噴煙 1950～53
梅原龍三郎

東京オリンピック 1962 
復刻版 1990 亀倉雄策

無限状況 1970 菅木志雄

光の教会
（茨木春日丘
教会礼拝堂）
1989
安藤忠雄

Hoto
2008

宮島達男

バタフライ
スツール
1956 柳 宗理

現在とこれからの美術

これまでの美術の歴史を踏まえ、

最近の出来事を調べたり、

未来に残る美術を想像したりしてみよう。
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日
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ー
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カ
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共
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米
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同
時
多
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テ
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●
横
浜
ト
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エ
ン
ナ
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レ
始
ま
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旧
火
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発
電
所
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テ
ー
ト
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モ
ダ
ン
美
術
館
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改
築

I
T
革
命

●
長
野
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

ク
ロ
ー
ン
羊
誕
生

イ
ギ
リ
ス
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中
国
に
香
港
を
返
還

韓
国
で
第
一
回
光
州
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
開
催

●
東
京
都
現
代
美
術
館
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館

●
阪
神
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淡
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大
震
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ー
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ッ
パ
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U
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湾
岸
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ナ
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美
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開
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米
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ュ
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